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はじめに−日本とエジプトの関係
　アレクサンドリア図書館付属考古学博物
館（The Bibliotheca Alexandrina Antiquities 
Museum）は、この博物館が開館された時から
考古遺物が出土したコンテクストを来館される
人々に伝えるという展示コンセプトを持ってい
る。アレクサンドロス大王が建設して以来、ア
レクサンドリアは東西文明の結節点であり、そ
の役割は現在まさに日本が果たしている。
　日本とエジプトの交流は、遣欧使節団に始ま
り、ギザのピラミッドで写真を撮った記録があ
る。これはムハンマド・アリの時代で、彼らは
エジプトを視察した。考古学の分野ではエジプ

トと日本は非常に深い関係がある。考古学にお
けるエジプトと日本の関係というのは、1966年
に吉村作治先生がエジプトで調査を始めたこと
がきっかけとなっている。まず、最初に考古学
におけるエジプトと日本の関係について触れた
い。
　エジプトで実施されている日本の考古学関係
のプロジェクトで最も重要なものは、国際協力
機構（JICA）による大エジプト博物館建設協
力のプロジェクトである。そして、早稲田大学
がギザの大ピラミッドの南で調査している太陽
の船の発掘、保存、修復がある。第二の太陽の
船は修復が終わると、大エジプト博物館に展示
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Abstract
　Ancient Alexandria has a long history deeply rooted in the history of humankind. The 
Bibliotheca Alexandrina Antiquities Museum has a wonderful collection of Egyptian 
monuments. In the center of the ancient royal district of Alexandria, the Bibliotheca 
Alexandrina has been chosen to revive the ancient Library which was the beacon of 
knowledge and culture, a research institute and the substructure of the ancient university. 
The site surveillance started in the year 1993 and unfolded some demolished architectural 
elements, which were not in their original site within the debris, where the excavation pits 
bore hundreds of antiquities which most of them date back to the Hellenistic era. These 
founds acted as the nuclei of the current Antiquities Museum which contains 1276 artifacts 
fetched from other museums all over Egypt, to make the display within the museum 
complete, giving an idea about all civilizations which passed alternatively on Egypt, 
starting by the Pharaonic era and passing through the Graeco-Roman, Hellenistic, then 
the Byzantine and finally the Islamic. The museum also includes a collection of sunken 
antiquities, which were found in the Eastern Harbor and in the district of Abu Qir.
The Antiquities Museum inside the Bibliotheca Alexandrina is solely unique that it is 
built within the sancta of a library, which embodies the luster of the world’s most famous 
library; also, it holds on display the first collection of sunken antiquities worldwide.
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される予定になっており、このプロジェクトに
おいても吉村作治先生が非常に重要な役割を果
たしている。
　大エジプト博物館に第二の太陽の船の特別な
展示室を建設する計画があり、その展示室では
修復の作業を来館者が見学出来るような展示を
予定している。この展示室で日本とエジプトの
関係を見せるということが重要である。また、
エジプトも日本も航海が非常に盛んであり、共
通するものがある。日本の観光客が多数エジプ
トに来訪してもらうことが、エジプトの観光に
非常に重要な課題であると考えている。私はエ
ジプトに来ていない方を招待したいと思う。吉
村作治先生が言ったように、死ぬ前に一度はピ
ラミッドを見るということである。
　私は静岡で開催された「大ピラミッドと黄金
のファラオ展」という展覧会に査察官としてア
テンドしたが、次はツタンカーメン展が将来日
本で開催される予定である。エジプトの人々は
日本のたくさんの観光客がエジプトに訪れるこ
とを期待している。エジプトは安全で、ここ金
沢のように雪が降っていなくて温かいですから
ぜひ来ていただきたい。雪から離れてエジプト
に来て太陽の下で楽しんでもらいたい。

古代都市アレクサンドリアとアレクサンド
リア図書館
　アレクサンドリアはエジプトにおける第二の
首都で、かつてはエジプトの王が夏の離宮とし
てアレクサンドリアに滞在していた。アレクサ
ンドロス大王がこの場所に来てこの都市を建設
したが、そのあとプトレマイオス王朝によって
この都市は、ギリシア・ローマ時代の地中海の
中心地となった。そして。アレクサンドリアは
東西の文化が結合する場所となった。
　アレクサンドロス大王の遠征によって、各地
にアレクサンドリアという町が建設されたが、
現在エジプトのアレクサンドリアしかその名前
を留めているものがありません。もちろん、現
在アメリカ合衆国のバージニア州にもアレクサ
ンドリアはあるが、エジプトのアレクサンドリ
アが古代のアレクサンドリアで残った唯一の都
市である。
　アレクサンドリア図書館は、アレクサンドリ
アの都市の中心であって、古代ギリシア世界の
学者が訪問した場所であった。この図書館は古
代に焼失してしまったが、現代になって本来の
図書館をもう一度復興させるという動きがあっ
た。新しいアレクサンドリア図書館というの

図１　新アレクサンドリア図書館 (Bibliotheca Alexandrina)（上空から）



アレクサンドリア図書館付属考古学博物館：アレクサンドリアの栄光

7

は、本来のアレクサンドリア図書館のオープン
な精神と、研究をもう一度復活させるというこ
とで作られた。
　本来博物館というのは、紀元前280年に遡る
学問と知識のトレンディの場であった図書館と
いうことになる。新アレクサンドリア図書館
は、非常に海に近い場所に建設されている。こ
の新しい博物館は2002年に建設されて、建設か
ら16年が経った。その横にはアレクサンドリア
大学が隣接している。新アレクサンドリア図書
館の建物の丸い形は太陽を象徴しており、また
古代の図書館が復活するということを示してい
る（図１）。
　現在、毎年100万人以上の人々がこのアレク
サンドリア図書館を訪れている。この図書館で
は、2,000人以上の人々が勉強出来るような環
境が用意されている（図 2 、図 3 ）。ユネスコ
の計画によってこの新しい博物館は建設され、
各国から資金の援助が提供された。図書館には
上部に 5 つ、真ん中に１つ、地下に 4 つの建物

がある。
　この博物館の建設前の考古学的発掘調査によ
って、いくつかの重要な遺物が発見され、この
博物館コレクションの中で核となる展示品とな
っている。1993年にこの新図書館建設のために
発掘調査を行ったが、建物が出来る前にその発
掘調査で出土された遺物を新図書館内で展示す
るという計画があった。また、その他にもエジ
プト各地から出土した様々な遺物が展示されて
いる。ちなみにアレクサンドリア図書館付属の
博物館は、世界に唯一図書館の中にある博物館
である。

アレクサンドリア図書館付属考古学博物館
　アレクサンドリア図書館の中には、いくつか
の博物館が設置されているが、考古学博物館は
最も来館者が多い。考古学博物館には、エジプ
ト文明の最初期からイスラーム時代までの遺物
が展示されている。特に、考古学博物館の展示
の中心は、ギリシア・ローマ時代の中心であ

図２　アレクサンドリア図書館内部① 図３　アレクサンドリア図書館内部②

図４　アレクサンドリア図書館付属考古学博物館、ギリシア・ローマ展示室
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ったアレクサンドリアの歴史を語るものであ
る。それ以外にエジプト各地の遺跡から出土し
た遺物が展示されており、展示では本来の考古
学的なコンテクストを示すような試みがなされ
ている。それほど規模は大きくないが、最新の
博物館学の研究成果を反映させたような展示方
法で、この博物館では様々な展示が行われてき
た。考古学博物館では、約1,200点の遺物が展
示されているが、これらはエジプト考古省から
借用したような形で展示されている。つまり、
遺物はエジプト考古省に所属するが、経営はア
レクサンドリア図書館によって行われていると
いうことである。この博物館には考古省からの
スタッフも参加している。展示室は常設展示の
他に特別展を開催する特別展示室も設けられて

いる。以下、ここの展示室について紹介した
い。
　ギリシア・ローマ時代の展示室には、アレク
サンドロス大王（図 5 ）、アウグストゥス、ク
レオパトラなどの著名な人物の頭像が展示され
ている（図 4 ）。その他には聖書の置き台、カ
ーペットが陳列されている。中でも特徴的なの
は、前述の新アレクサンドリア図書館建設のた
めの緊急発掘調査で出土した遺物である。ここ
では 2 点の素晴らしいモザイク画が発見され
た（図 6 ）。１つには犬が表現され（図 7 ）、も
う１つにはレスラーが表現されている。レスラ
ーの１人は浅黒い肌で、もう１人は白い肌であ
る。これらは出土時の状態から、これらはおそ
らく王宮施設のような場所の床の一部であった

図７　犬のモザイク画 図８　プトレマイオス３世像

図５　アレクサンドロス大王 図６　新図書館建設地で出土したモザイク画
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と考えられる。その他には、プトレマイオス 3
世像の頭部（図 8 ）やベレニケ 2 世像の頭部

（図 9 ）がこの場所から発見されている。これ
までエジプトの博物館では、発掘された遺物が
オリジナルの文脈で展示されることはあまりな
かったが、我々は来館者に展示物が発掘された
遺構を理解してもらえるような方法で展示して
いる。

水中考古学の成果の展示
　古代アレクサンドリアの都市の東側の港に
は、世界の七不思議の１つであるファロス島の
灯台などの遺構やプトレマイオス朝時代の王宮
址が位置していた。これらの遺跡は海岸や海底
に位置するので、水中考古学の対象である。エ
ジプトでは水中考古学というのは非常に有名
な分野で、1960年台あたりから継続されてい
る。アレクサンドリアの港、特に東の港で、フ
ランスの調査隊と合同で発掘調査が実施されて
いる。この考古学博物館では、唯一水中から発
見された遺物を展示している。地盤沈下、それ
から海水面が上昇することなどによって、現在

では当時から 8 mの高さのレベルに海水面があ
るような状況になっている。東の港にあったプ
トレマイオス朝時代の王宮は完全に水没してい
る。我々はこの港に沈んだ遺跡を海中で見学出
来るような博物館を建設したいと考えている。
これには莫大な予算がかかるので、まだ現実的
ではないが、そういった計画がある。
　アレクサンドリアから約20km以上東方に行
った場所にあるアブキールの湾でも水中考古学
の調査が実施されている。この湾では、ナポレ
オンのエジプト遠征時のフランスの艦隊の船が
沈没している。『オリエント』という名の沈没
船からは、エジプトで初めて生産された印刷機
の一部が発見された。これはナポレオン・ボナ
パルトの船として知られている。
　プトレマイオス朝時代の重要な都市、ヘラク
レイオンとカノポスは、現在水中に沈んでおり、
これらの二都市の水中考古学的発掘も行われて
いる。この二つの都市はアレクサンドリアが建
設される前から存在していた重要な都市で、こ
こからさまざまな遺物が発見された。
　特にこのトニス・ヘラクレイオンという場所

図９　ベレニケ２世像頭部 図10　首が欠損した女王の彫像
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はギリシア世界から往来する全ての船が通過し
なければならない港として知られているが、そ
れだけではなくて非常に宗教的にも重要な場所
だった。というのは、プトレマイオス王朝の王
位継承に関する神であるアメン・ゲレブの信仰
があった場所でもあったからである。とニス・
ヘラクレイオンは紀元前 8 世紀頃に建設された
が、自然災害によって消滅してしまったと考え
られている。そして、紀元後 8 世紀までに地中
海の底に沈んでしまった。
　もう１つの都市、カノポスは末期王朝時代か
らプトレマイオス朝時代にかけて非常に有名な
場所で、特にオシリス神とセラピス神という
神々の神殿があって、これらに多くの人々が参
詣していたことが知られている。これらの神々
は、特に人々の体を治癒するという役割があっ
たということで有名であった。また、ビザンテ
ィン時代になると、ここには非常に重要な修道
院が建設された。
　これらの都市が存在した場所の水中から出土
した遺物は、ヘラクレイオンあるいはカノポス
の歴史を知る上で極めて重要である。本博物館
では、これらの遺跡から出土したプトレマイオ
ス朝時代の首が欠損した女王の彫像（図10）や
セラピス神の像が展示されている。トニス・ヘ
ラクレイオンでの水中考古学的調査で発見され
た遺物の中にはプトレマイオス１世の金貨も含
まれている（図11、12）。
　前述のアブキール湾に非常に近い場所にある
ネルソン島からは、プトレマイオス朝の集落が
発見されている。この島は、フランスのナポレ
オンと海戦を交えた英国のネルソン将軍の名前 図13　ラースエスソーダ出土、イシス女神像

図11　プトレマイオス 1 世金貨（表） 図12　プトレマイオス 1 世金貨（裏）
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を取って命名された。この島の集落からは、末
期王朝時代あるいはプトレマイオス朝時代の遺
構と遺物が出土している。なかでも特に重要な
のは住居の遺構で、イタリアのトリノ大学の調
査隊によって発掘調査が行われた。この展示室
では、発見された遺物の本来の出土コンテクス
トを見せるような試みがなされている。博物館
では展示されている遺物が発見された様子、そ
して遺物が修復され、博物館に展示される一連
のプロセスを映像で紹介している。

ラースエスソーダの神殿とメハマラ・コレ
クションの展示
　ラースエスソーダの展示コレクションは、本
博物館では極めて重要なコレクションである。
1936年にアブキールに通じる道の途中でラース
エスソーダの神殿が発見された。紀元後 2 世紀
から 3 世紀に年代づけられる小神殿である。こ
の神殿は、海水や水分などの影響により劣化が
進み、現在の場所に移築された。当地から出土
した碑文には、この神殿はイシドロスという名
の戦車隊長が落馬した際に、彼の命を助けたイ
シス女神に感謝して建てられたということが記
されている。

　このラースエスソーダの神殿から出土した彫
像は、その背後に神殿の写真を貼って、遺構に
おける彫像の配置が分かるようにして、展示さ
れている。また、彫像が発掘された時の写真も
展示してある。このようにして、展示品の本来
の出土コンテクストがわかるようになってい
る。彫像は、イシス女神（図13）、ハルポクラ
テス神、ヘルマヌビス神、オシリス・カノポス
神を表している。
　最後に、メハマラ・コレクションを紹介する。
このコレクションは1973年に発見された彫像群
である（図14）。古代アレクサンドリアの王宮
施設のある地域から12km東のメハマラという
場所で発見されたものである。バルカン半島と
アナトリアの間に位置するタソス島から運搬さ
れた大理石によって、これらの彫像が作られて
いるということがその材質から分かっている。
発掘されたものを全部セットにして別の場所に
移すのではなく、考古学的発掘での出土状況を
示すような形で展示している。

（訳・編集　河合　望）

図14　メハマラ・コレクションのニルス像


